
　

2020/12/31 2021/1/29 2021/2/5
（前年末） （前月末） （前週末） 水準 日付 水準 日付

日経平均 円 27,444.17 27,663.39 28,779.19 28,979.53 2021/1/14 16,358.19 2020/3/19
NYダウ ﾄﾞﾙ 30,606.48 29,982.62 31,148.24 31,272.22 2021/1/21 18,213.65 2020/3/23
円/ﾄﾞﾙ 円 103.25 104.68 105.39 114.55 2018/10/4 101.19 2020/3/9

過去３年高値・安値はザラ場ベース / 当社が信頼できると判断した情報に基づき作成 　

　　　　　　　　　

 

単位
過去3年高値 過去3年安値

今週の日本株市場は、先行きの業績改善期待などから、高値圏で推移するとみています。

国内企業の10-12月期決算発表では、売上高は前年水準を依然として下回るものの、通期予想を上方修正する企業も多くみられ、

業績の底入れから先行きの改善期待が高まっています。今週も大手自動車メーカー等の決算発表が予定されていますが、堅調な内

容が確認されれば買い安心感が拡がるとみています。また、国内新型コロナウイルスの新規感染者数が逓減していることも、先行

きの経済正常化への期待に繋がると考えます。但し、米国の追加経済対策を巡り、民主党は財政調整法を活用した法案成立を検討

している模様ですが、9日から予定されるトランプ前大統領の弾劾裁判と合わせて与野党間の関係が悪化し今後見込まれているイ

ンフラ投資などの実現性に疑義が生じれば、高値警戒感が意識される中で一旦の利益確定売りが増える可能性には注意が必要と考

えています。

その他の注目材料として、日本では、8日の景気ウォッチャー調査、米国では10日のCPI、12日のミシガン大学消費者信頼感指数、

欧州では12日のユーロ圏鉱工業生産、中国では10日のCPIが挙げられます。

～ 先行きの業績改善期待などから、高値圏で推移 ～

本資料は、朝日ライフ アセットマネジメント（以下、「当社」といいます。）が、投資の参考となる情報提供を目的として作成したもので、特定の商品に対する投資勧誘を意図するもので

はありません。本資料は当社が信頼できると判断した情報に基づき作成しておりますが、その正確性、完全性を保証するものではありません。資料中に記載されたグラフ、数値等は過

去の実績であり、将来の運用成果等を保証するものではありません。また、コメントについては作成日時点での判断であり、将来予告なく変わることがあります。最終的な投資決定は

お客様ご自身の判断でなさるようにお願いいたします。
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週刊日本株レポート （8/8～8/12）

＜日本株（日経平均）＞ ＜米国株（NYダウ）＞ ＜円/ドル＞

１．日米株式と円／ドルの推移

（注）チャートは過去1年

2021年2月8日作成
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週刊日本株レポート （2/8～2/12）

１．日米株式と円／ドルの推移

４．日本株市場 今週の見通し

金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第301号

加入協会：一般社団法人投資信託協会/一般社団法人日本投資顧問業協会

URL：http://www.alamco.co.jp

先週の日本株市場は、週間ベースで日経平均が＋1,115.80円（＋4.03％）、TOPIXが＋82.17ポイント（＋4.54％）となり、

企業業績の改善や米追加経済対策の早期成立期待などから、上昇しました。業種別（東証33業種）でみると、空運業、輸送用機器、

海運業などの32業種が上昇した一方、食料品の1業種が下落しました。

週初１日は、先々週後半に大幅下落した反動から、上昇して始まりました。その後は、①個人投資家の投機的売買による米国株市

場の混乱が徐々に落ち着きをみせたことで、警戒感が後退したこと、②米追加経済対策について、民主党が財政調整法を活用して

共和党の支持なしに成立させる手続きを進めていると伝わり、早期の成立期待から米景気回復が加速するとの期待が高まったこと、

③日米において新型コロナウイルスの新規感染者数の減少が続いていることなどから、上昇を続けました。４日は利益確定の動き

が優勢となり下落しましたが、週末５日は、国内外の10-12月期決算において好業績の発表や21年3月期見通しの上方修正が相次

いでいることなどが好感され、上昇して引けました。

２．日本株市場 先週の振り返り ～ 企業業績の改善や米追加経済対策の早期成立期待などから、上昇 ～

３．今週の主な予定

※ 当社が信頼できると判断した情報に基づき作成

～ 先行きの業績改善期待などから、高値圏で推移～

日程 曜日 国・地域 項目 期間 前回
景気ウォッチャー調査現状 1月 35.5
景気ウォッチャー調査先行き 1月 37.1

ドイツ 鉱工業生産（前月比） 12月 +0.9%
中国 CPI（消費者物価指数）（前年比） 1月 +0.2%
米国 CPI（除食品・エネルギー/前年比） 1月 +1.6%

2月11日 Thu 中国 春節休暇（17日まで）
欧州 ユーロ圏鉱工業生産（前月比） 12月 +2.5%
米国 ミシガン大学消費者信頼感指数 2月 79.0

国内 決算発表　：

海外 決算発表　：
2/9 ｼｽｺ・ｼｽﾃﾑｽﾞ、ﾂｲｯﾀｰ、ﾘﾌﾄ、ﾃﾞｭﾎﾟﾝ・ﾃﾞ・ﾇﾑｰﾙ 2/10 ｳｰﾊﾞｰ、ｺｶ・ｺｰﾗ、ｾﾞﾈﾗﾙ・ﾓｰﾀｰｽﾞ、ｿｼｴﾃ・ｼﾞｪﾈﾗﾙ 2/11 ｳｫﾙﾄ・ﾃﾞｨｽﾞﾆｰ・ｶﾝﾊﾟﾆｰ、ﾍﾟﾌﾟｼｺ、ｸﾚ
ﾃﾞｨ・ｱｸﾞﾘｺﾙ、ｱｽﾄﾗｾﾞﾈｶ 2/12 ｱｲｴﾇｼﾞｰ・ｸﾞﾙｰﾌﾟ

2/8 いすゞ自動車、ｵﾘｯｸｽ、ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸｸﾞﾙｰﾌﾟ、ﾎｼｻﾞｷ、ﾕｰ･ｴｽ･ｴｽ、住友金属鉱山、大成建設、大林組、太陽誘電、日本新薬、東京ｾﾝﾁｭﾘｰ、浜松ﾎﾄﾆｸ
ｽ、関西ﾍﾟｲﾝﾄ、ﾊｰﾓﾆｯｸ・ﾄﾞﾗｲﾌﾞ・ｼｽﾃﾑｽﾞ、ﾊﾞﾝﾀﾞｲﾅﾑｺHD 2/9 ｻﾝﾄﾘｰ食品、ｼﾏﾉ、ﾀﾞｲｷﾝ工業、ﾈｸｿﾝ、三井化学、出光興産、大和ﾊｳｽ、大日本印刷、富
士ﾌｲﾙﾑHD、JT、日本ﾏｸﾄﾞﾅﾙﾄﾞHD、日産自動車、旭化成、明治HD、ﾎﾝﾀﾞ、東ﾚ、横河電機、王子HD、資生堂、飯田ｸﾞﾙｰﾌﾟHD、SUMCO、ｼﾞｪｲ ｴﾌ ｲｰHD
2/10 ﾄﾖﾀ自動車、ﾅﾌﾞﾃｽｺ、ﾊﾟﾝ・ﾊﾟｼﾌｨｯｸ・ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙHD、ﾋﾟｼﾞｮﾝ、ﾘﾝﾅｲ、ﾙﾈｻｽｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ、三菱地所、博報堂DYﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ、国際石油開発帝石、
小田急電鉄、日本ﾍﾟｲﾝﾄHD、東京海上HD、東京電力HD、東急、ENEOS、GMOﾍﾟｲﾒﾝﾄｹﾞｰﾄｳｪｲ 2/12 かんぽ生命保険、ゆうちょ銀行、ｵﾘﾝﾊﾟｽ、ｵｰﾌﾟﾝ
ﾊｳｽ、ﾔﾏﾊ発動機、ﾗｲｵﾝ、住友不動産、光通信、凸版印刷、大塚HD、日本郵政、朝日ｲﾝﾃｯｸ、東芝、楽天、第一生命HD、近鉄ｸﾞﾙｰﾌﾟHD、鹿島、
MS&ADｲﾝｼｭｱﾗﾝｽｸﾞﾙｰﾌﾟHD、SMC、SOMPO、T&Dﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ、ｱｻﾋｸﾞﾙｰﾌﾟHD

決算発表予定　他
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